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⒈ 研究助成とは何か？ 



 研究助成の例 科研費 

• 例 科学研究費助成事業 科研費 

• 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成
金／科学研究費補助金）は、人文・社会科学か
ら自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から
応用までのあらゆる「学術研究」（研究者の自由
な発想に基づく研究）を格段に発展させることを
目的とする「競争的研究資金」であり、ピア・レ
ビューによる審査を経て、独創的・先駆的な研究
に対する助成を行うものです。 

 



ピア・レビュー 

• 【英】：Peer Review    査読・審査（しんさ、
refereeing）  同僚同士(peer) 

 

• 同分野の専門家による評価・審査や検証 

• 評価対象について専門的・技術的な共通の
知識を有する評価・審査員によって行われる
評価や審査。一般に、高度な専門的見地に
基づき評価対象の質を適切に評価すること 



⒉ JACICの事業と 
研究助成の位置付け 



JACICの事業 

• ⒈ 情報サービス事業 
– JACICNET、コリンズテクリスシステム、建設副産物シ
ステム、電子入札情報、photog-CAD 

• ⒉ 受託事業 
– 積算システム、電子入札システム、河川現況調査等 

• ⒊ 自主研究事業 
– ＣＩＭ、海外支援室等 

• ⒋ 公益事業 
– JACICセミナー、研究助成事業、標準化事業、国際協
力等 



JACIC研究助成の位置付け 

• １）(一財)日本建設情報総合センター定款（抜粋） 

•  第２章第３条 

•  この法人は、建設事業の円滑な執行に資する情
報システム (以下「建設情報システム」という。)の
調査研究、開発・改良及び運用・保守並びに建設
情報の提供を行うとともに、これを広く普及するこ
とにより、建設技術の向上、建設事業の効率化、
国土の安全かつ有効活用の促進を図り、もって国
民生活の高度化及び経済の活性化に寄与するこ
とを目的とする。 



⒊ JACICの研究助成について 



基本的な考え方 

• 基本的な考え方 

• ① JACICの定款に合致した研究であること 

• ② 要項に定める指定、指定課題、自由課題
に合致した研究であること 

• ③ JACIC業務との関連性及び今後の展開 

 



助成額 

• 平成22年 予算；38,000千円 確定額：36,544千円 

• 平成23年 予算；21,000千円 確定額：20,576千円 

• 平成24年 予算：15,000千円 確定額：14,326千円 

• 平成25年 予算：15,000千円（昨年残：1,080千円）
 → 13,920千円 

• 平成26年 予算：65,000千円（昨年残：3,502千円）
 → 61,498千円 

• 平成27年 予算：65,000千円（昨年残：2,116.5千円）
 → 62,883.5千円 

 

















平成２７年度募集方法 

• 平成27年4月15日（6月30日締切）から以下の
方法で研究助成を募集。 

• ・JACICnews5月号に公募案を掲載。 

• ・大学・高等専門学校へ送付する。封入先は、
学科宛：約450学科。 

• ・JACICのウェブサイトに公募案内を掲載。 

• ・土木学会等13機関に対し、機関誌への要領
掲載またはJACICのウェブサイトへのリンクを
依頼。 

 



研究助成区分 



1.研究助成の対象 
 (1)【指定課題】 
指1 建設 生産システ ムにおける CIM/BIM に関するも の 
1-1ライフサイクル(計画・設計・施工・維 持管理等)にわたる情報共有 
1-2データモデル 
1-33次元CADの構築・連携・利活用 
1-4 Photog-CAD機能の多様な活用 
1-53Dスキャナー(赤外線デプスセンサー、 RGBセンサー等) 
1-6教育プログラム 
1-7CIMと情報化施工 
1-8ロボット、人工知能等 
1-9ビッグデータの活用 
1-10その他 
 
指2 建設 生産システ ムにおける データベー スに関する もの 
2-13Dデータの交換手法とプラットホーム 
2-23Dオブジェクトを含むデータベー スの並行作業・並行変更 (コンカレントエンジニアリング)調査から維持 管理まで 
2-3防災情報のためのデータベース又は BCPのためのデータベース 
2-4クラウド化 
2-5データベースのセキュリティ 
2-6データベースの連携 
2-7意味情報の共有・交換 
2-8ビッグデータの活用 
2-9その他 
 
指3 海外 における ICTを活用 したプロジ ェクトマネ ジメントに 関するも の  
3-1設計(積算、コンカレントエンジニアリング等含む) 
3-2施工(情報化施工、体制等含む) 
3-3維持(アセットマネジメント等含む) 
3-4電子入札システム・調達(機労材等 含む)データベースの導入 
３−５その他 
 

研究助成の対象 指定課題 



研究助成の対象 自由課題 

自1 建設 分野の情報 化の企画、 提案、標準 化に関する もの 
1-(a)建設分野の情報化に関する企画、提案、標準化等の調査研究 
1-(b)建設情報の流通性の向上に関する調査研究 
1-©建設分野のBPRに関する調査研究 
1-(d)その他 
 
自2 建設 分野の各種 業務の情報 化に関する もの 
2-(a)土木工事積算業務に関する調査研究 
2-(b)河川・道路・都市等における業務の情報化に関する調査研究 
2-©防災業務の情報化に関する調査研究 
2-(d)GISを利用した業務支援システムの 調査研究 
2-(e)CALS/ECに関する調査研究 
2-(f)建設副産物情報交換に関する調査研究 

2-(g)その他 



助成額 

• 指定課題  

• Ａ 特別枠 1000万円以内 件数 ３件以内 

• Ｂ 記念枠 300万円以内 件数 未定 

 

• 自由課題 

• Ｃ 記念枠 200万円以内 件数 未定   



応募 



平成２７年度 
研究助成 



⒋ 日本の研究助成の将来像 
新しい学術の体系 
認識科学と設計科学 



よく言われること 

• 基礎研究が重要である 

• 基礎研究と政策的な研究の仕分けか必゙要 

• 公平性と効率性の問題 
–多くの場合相容れない 

• 国際的な競争力 
–世界のトップレベルの研究 

–英文論文での発信 

• 多様性・多元性の観点から新しい研究分野
の開拓が必要 



アンチテーゼ 

• ニューヨーク市立大学 大学院センターのキャシー・デビッドソン教
授は「2011 年に小学校に入学した子どもたちの 65%は、大学卒業
後、今は存在していない職業に就く」  
– ワークライフバランスなど価値観の変化や産業構造の変容 
– 教育の在り方 生涯教育化の方向 

• 日本は各国語の論文や本の多くを日本語に訳して広めるだけの
マーケットがあり日本語でものを考え新しい学術や新しい成果、オ
リジナリティーを生み出す力が国にあると考えるべきである。 

• これが、人口が日本の半分くらいの国では母国語で学術をするだ
けのマーケットがないと考えるべきですべて英語で授業せざるをえ
ないと考えるべきである。 

• それだけ日本は研究する仕組みや人材、国の規模で恵まれてい
ると考え日本語でオリジナルのコンテンツやビジネスモデル、学術
を生み出すべきである。  
 



改革の方向（文科省 審議会） 
• 学術の現代的要請 (挑戦性、総合性、融合性、国際性) 
• 何よりも研究者の知を 基盤にして独創的な探究力により新
たな知の開拓に挑戦すること(挑戦性) 

• 新たな知の開拓のためには、学術研究の多様性を重視し、
伝統的に体系化された学問分野の専門知識を前提としつ
つも、細分化された知を俯瞰し総合的な観点から捉えるこ 
とが重要である(総合性)  

• 異分野の研究者や国内外の様々な関係者との連携・ 協働
によって、新たな学問領域を生み出すことも求められる(融
合性)  

• 自然科学のみならず人文学・社会科学を含め分野を問わ
ず、世界の学術コ ミュニティーにおける議論や検証を通じて
研究を相対化することにより、世界に通用する 卓越性を獲
得したり新しい研究枠組みを提唱したりして、世界に貢献す
る必要がある(国際性)   
 

• ２１世紀にふさわしい学術のあり方とは何か？  
 



科学技術・学術審議会学術分科会「学術研究の総合 的な推進方策について(最終報告)」 

(平成27年1月27日)  



認識科学と設計科学 

• 三階層 
– 物質界 
– 生物界 
– 人間界 

• あるものの探求     認識科学 
– 「curiosity-driven」    （好奇心駆動型） 

• あるべきものの探求   設計科学 
– 「mission-oriented」   （使命達成型） 

• 科学の対象根源的要素の拡張  
– 情報とプログラムの追加 

• 日本学術会議 平成15年 スーパー委員会吉田民人委員長 
•           平成17年 学術の在り方常置委員会 
•           平成19年 知の統合 



実学から設計科学へ 

• 19世紀に制度化「科学のための科学」 工学？ 

– 現象の認識 現象の記述・説明・予測 

• 実学的知識 「人間と社会のための学術」 

– 工学、農学、医学・歯学・薬学・看護学、政策科学、規
範科学等々 

• 「認識科学」(epistemological science , cognizing science)    

– ‘現象の認識’を目的 理論的・経験的な知識活動 

• 「設計科学」(designing science) 

– ‘現象の創出や改善’を目的 理論的・経験的な知識
活動 



人工物 

• 人工物（人間活動の意図的な無意図的な、直接的また
は合成波及的な、善きまたは悪しき産物の効果） 
– 物質的人工物（建築物や機械など） 

– 生物的人工物（交雑育種や分子育種など） 

– 社会的人工物（法や制度や各種の社会システムなど） 

– 精神的人工物（価値観や様式や技法、宗教や芸術や科学知
識など） 

– 人工物化された自然環境圏（人間活動に影響された限りでの
大気圏、水圏、土壌圏、地下圏、生物生態圏など） 

• ハイブリッド人工物 

– 仏像（物質的＝精神的人工物） 

– 盆栽（生物的＝精神的人工物）  



実践的価値 

• 三つのタイプ 

– 「自然生態系志向の価値」 

• 物理科学的な無機的環境や非生物資源に関わる 

– 「生物生態系志向の価値」 

• 生物科学的な生物多様性他に関わる 

– 「人間中心志向の価値」 

• 個人および社会の well-being に関わる 

• 「自由領域科学」(freedomain sciences) 

– 実践的課題別の専門家の育成 

– 学際性(inter/multi/trans-disciplinarity) 

–例 地球環境学、安全学、女性学、失敗学等 

• 「ディシプリン」という学術界の無自覚の呪縛からの解放 

 



科学の対象 根源的要素 

• 三大情報機能 認知・指令・評価 

– 刺激と反応、理論と実践、knowing that と knowing how、 対
象知識と利用知識（吉川弘之） 

• 科学の対象根源的要素 

– 従来の物質・エネル ギーに‘情報’を追加 

– その秩序原理として自然科学法則に‘プログラム’を追加  

– ‘情報’二つの形態に分ける 

• シグナル情報 （身体的ノウハウ） 

• シンボル情報 （知識的ノウハウ） 

–  これに対応して‘プログラム’二つの形態 

• シグナル性プログラム （生物界のプログラム ゲノム） 

• シンボル性プログ ラム （人間界のプログラム 規則） 

 



プログラム 

• プログラム 
– 非記号的・記号的な情報空間の共時的・通時的なパター
ンを指定・表示・制御する何らかの進化段階の記号の集
合」 

– 「前もって(pro)書かれたもの(gram)」 

• プログラム科学の四つの基本課題 
– プログラム集合それ自体の解明 ゲノムの解読 

– プログラム集合の作動過程の解明(１次の自己組織化） 

– プログラム集合の作動結果の解明 

– プログラム集合の形成と維持と変容と消滅(2次の自己組
織化） 

 



＠日本学術会議 



＠日本学術会議 



⒌ JACIC研究助成に期待するもの 



文科省 学術審議会資料 



科研費 配分分野 平成２６年  文科省 



期待するもの 

• 自主研究事業と研究助成事業にまたがる領域
の研究事業の実施 
– 新たな研究テーマの選択と研究組織の構築 

– 学会など外部組織との連携による研究 

• 萌芽的研究への助成 

• 調査研究事業について 
– 標準化動向 

• UN/CEFACT 電子入札国際標準化 

• 人脈形成が重要 継続的な調査・情報取集が必要 
– TBG６ ロンギ氏、ISOその他 ジェリー・スミス氏   



UN/CEFACT 

電子入札国際標準化WG 
（委員） 
コアコンソ正会員ITベンダー、 

総務省関連ITベンダー 
                    など 

電子入札国際標準化委員会 
（委員） 
委員長：大橋教授（中央大学） 
国土交通省、総務省、経済産業省 

JASTPRO、ECOM、FBS、建設技研 

SCOPE、JACIC 

    事務局 （JACIC） 

TBG6 
電子入札プロジェクト 

参加国 

日本 

参加国は2006年10月時点 

フランス ﾃﾞﾝﾏｰｸ ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 

オランダ イギリス 

チェコ 韓国 

台湾 

ドイツ 

インド 

日本（幹事国） 

アメリカ 

（図－２：国内の検討体制） 



２００６年 
 JACIC情報 



グローバル化への対応 

• グローバル化への対応 
• 例：ＣＩＭやBIM 

– 標準が重要 

• 例：国際的な事業の構築過程 
– 対応が始まった 
– 電子データの提出が求められる 

• グローバルへの情報発信 
– 研究成果の国際会議や学会への参加 
– Social Mediaなどの新しいコミュニケーション手段の
活用 

– スマホ・タブレット等のリアルタイムＯＳへの対応 

 



ご静聴ありがとうございました 


